
「みえ森と緑の県民税」及び「防災みえ.jp メール配信サービス」に関するアンケート 

実 施 結 果 報 告 

 
農林水産部みどり共生推進課及び防災対策部防災対策総務課が実施しました標題のアン

ケートにつきまして、８８２名の方からご回答いただきました。 
アンケート結果について、下記のとおりまとめましたので報告します。 

 
（１）アンケート実施期間 

平成２５年５月３１日（金）～６月２４日（月） 
 
（２）アンケート回収状況 

対象者数 １，１９７名 
回答者数    ８８２名 
回答率   ７３．６％ 

 
（３）回答者属性 

【性別】 男性 女性 計 

回答者数 489 393 882 

構成比 55.4% 44.6% 100.0% 

 
【年代別】 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 計 

回答者数 87 178 217 204 152 44 882 

男性 38 71 115 116 117 32 489 内
訳 女性 49 107 102 88 35 12 393 

構成比 9.9% 20.2% 24.6% 23.1% 17.2% 5.0% 100.0% 

 
【地域別】 北勢 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 計 

回答者数 427 155 103 105 71 15 6 882 

構成比 48.4% 17.6% 11.7% 11.9% 8.0% 1.7% 0.7% 100.0% 
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（４）アンケート集計結果 

Q1．「みえ森と緑の県民税」の認知度について 

「あなたは、森林づくりのための税「みえ森と緑の県民税」が導入されることについて

ご存知ですか？」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q2．「みえ森と緑の県民税」のことを知った媒体について 

「Q1で「導入されることや税額を知っており、使いみちも知っている」「導入されるこ

とや税額を知っているが、使いみちは知らない」「導入されることを知っているが、

税額や使いみちは知らない」と答えた方にお尋ねします。どのようにお知りになりま

したか？該当する項目全てを選んでください。」 
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「みえ森と緑の県民税」が平成 26 年 4 月

から導入されることを知っている方は、

26.4%でした。 
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「県政だよりみえ」が最も多く、「知っている」と答えた方の 61.2%でした。 

次いで「新聞（記事や広告）」が 25.0％、「市町の広報誌」が 14.7%という順番でした。 
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Q3．「みえ森と緑の県民税」を活用した取組について 

「「みえ森と緑の県民税」は、主に次のような取組に使われます。これらのうち、あな

たが特に重要だと思う取組について、３つまで選んでください。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q4．「防災みえ.jp」メール配信サービスの認知度について 

「あなたは、「防災みえ.jp」メール配信サービスをご存じですか。」 
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「土砂や流木を出さない森林づくり」が最も多く、64.4%でした。 

次いで「荒廃した里山や竹林の再生」が 49.5％、「人家裏や通学路沿いの危険木の伐採・撤去」

が 35.9%という順番でした。 
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「防災みえ.jp」メール配信サービスを知っている方と聞いたことのある方を合わせると

57.2％でした。 

 
Q5．「防災みえ.jp」メール配信サービスへの登録状況について 

「Ｑ４で「内容や配信されるメールの詳細について概ね知っている」「配信されるメール

の詳細まではわからないが、内容を少し知っている」「内容までは知らないが聞いたこ

とはある」と答えた方にお尋ねします。あなたは、現在、「防災みえ.jp」メール配信

サービスに登録していますか。」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「防災みえ.jp」メール配信サービスを知っているか、聞いたことがある方のうち、登録

していない方は 79.0％に及んでいます。 

 

Q6．「防災みえ.jp」メール配信サービスの登録をやめた理由について 

「Ｑ５で「以前登録していたが現在は登録していない」と答えた方にお尋ねします。登

録をやめた理由について、該当する項目を全て選んでください。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「以前登録していたが現在は登録していない」方 18 名のうち、「配信されるメールの数

が多すぎるから」という方が６名ありました。 
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Q7．「防災みえ.jp」メール配信サービスに登録していない理由について 

「Ｑ５で「登録していない」と答えた方にお尋ねします。登録していない理由は何ですか。

該当する項目を全て選んでください。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「防災みえ.jp」メール配信サービスを知っているか、聞いたことがある方で、登録さ

れていない理由は、「登録の仕方がわからないから」が半数を超えています。 

 


